


日本赤十字社 事業計画の基本方針

災害からいのちを守る日本赤十字社の確立

より信頼される日本赤十字社を目指して

　日本赤十字社の総合力を活かした重点項目として、「災害からいのちを守る日本赤十字社」の確立を掲げました。
　東日本大震災を経験し、改めて我々の「人間のいのちと健康、尊厳を守る」という使命を鑑みた時、今後高い確率で発
生が危惧される大規模災害に対して、国際社会の枠組みで広く捉えていかなければならない時期に来ており、万全の
体制を敷く必要性が高いとの結論に至ったからです。
　我々は救護団体として、この原点をしっかりと再構築することが、すなわち「災害からいのちを守る日本赤十字社」
となることイコール、社会が求める日本赤十字社の存在価値を一層高めていくものと考えています。
　そこで、本社、支部、施設、どの事業においても「救護」の視点を取り入れた活動を実践し、さらには、国際赤十字の
ネットワークを最大限に活かしてまいります。
　また、これまでの日本赤十字社の国内救護体制は、発災直後の医療救護に基軸を置いてきましたが、現在取り組んで
いる復興支援事業や、被害を軽減・抑止するための組織横断的な防災・減災活動といった将来の災害に備える対応をも
合わせた災害マネジメントサイクル全体への効果的な取り組みを推進していくことにより、さらなる災害対応能力の
向上に努めてまいります。

　「災害からいのちを守る日本赤十字社」を確立していくためには、人的、財政的、組織的な基盤が盤石でなければ実行
できません。
　社員やボランティア、献血者、そして医療施設や社会福祉施設の利用者からの信頼というものを勝ち得ての組織強
化でなければなりません。そういった意味で、組織基盤の強化を「より信頼される日本赤十字社を目指して」という言
葉で表現しており、社会の変化に対応した社員制度の再構築を図ることや若年層への赤十字運動の理解と参画を推進
することなどを具体的な取り組みとして進めてまいります。

　人の価値観までもが急速に変化する現代社会にあって、社会の期待にしなやかに対応できる柔軟性をもち、そうしたニーズに
応じた事業を展開していく必要があります。併せて、これからの社会を支える若年層を対象に赤十字運動への参加・協力へと導く
働きかけを強化し、人々からより信頼される日本赤十字社の実現を目指して取り組んでいきます。

組織基盤の強化

総合力を活かした全社的な重点項目

平成26～28年 3カ年の重点事項
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C O N T E N T S

スイス人のアンリー・デュナンは、1859年、イタリア統一戦争の激戦地
ソルフェリーノで放置された４万人の死傷者に遭遇します。
「傷ついた兵士はもはや兵士ではない、人間である。人間同士としてそ
の尊い生命は救わなければならない」との信念のもと、村人たちと協
力して懸命に救護にあたりました。そして、この体験を「ソルフェリーノ
の思い出」という本にまとめ、以下の必要性を訴えました。

①戦場の負傷者と病人は敵味方の区別なく救護すること。
②そのための救護団体を平時から各国に組織すること。
③この目的のために国際的な条約を締結しておくこと。

この思想がヨーロッパ各国に反響を呼び1864年に戦争犠牲者の保護・
救済のためのジュネーブ条約が調印され、国際赤十字が誕生しました。

赤十字の誕生

武力紛争およびその他暴力の伴う事態によって犠牲を強いられる人々
の生命と尊厳を保護し、必要な援助を提供します。

赤十字のしくみ

2015年度（2015年4月1日～2016年3月31日）の取り組み実績を
もとに作成しています。

表紙写真：日本赤十字社の支援を通じて再建された
　　　　  地域の診療所の引渡式（ネパール，地震から１年）

報告対象期間

赤十字国際委員会（ICRC）

190の赤十字社、赤新月社の連合体。各国での活動を支援、推進し、災
害時等に国際的な活動の調整を行います。

国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC）

紛争や災害時の傷病時の救護活動、平時における医療・保健、血液事
業、青少年の育成等の人道的な活動を行います。

各国の赤十字社、赤新月社

赤十字国際委員会
International Committee of 

the Red Cross

各国赤十字・赤新月社
190社（平成28年1月現在）

国際赤十字・赤新月社連盟
International Federation of Red Cross 

and Red Crescent Societies
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東日本大震災から5年
1

陸から空、食卓から工事現場まで
賛同企業が広げる「忘れない。」の輪！

各地で取り組んだイベント 

日赤職員も救護服で参加！
チャリティラン＆ウォーク

東日本大震災復興支援
オペラコンサートを開催！

被災地への応援メッセージ普段の生活の中でも
震災の事を振り返る機会を

　この5年間、地域の方がたとの交流を大切にしながら、
復興支援活動に取り組んできました。これからも地域社
会の課題を共に考え、魅力ある東北「まち・ひと・しごと」
づくりを支援してまいります。

ANA国内線、国際線機内で3.11シンボルマーク入りの
オリジナル紙コップ配布

株式会社ソラシドエア

全日本空輸株式会社

業務用バイクへステッカー貼付＆
事業所内にポスター掲示

ＡＬＳＯＫ

社員が
キャンペーンバッジ着用

ルスツリゾート

社員全員に
「忘れない」を呼びかけ

ハウス食品グループ

社員のキャンペーンバッジ着用＆
営業車両へのステッカー貼付

株式会社アクティオ（建設機械レンタル業）

タクシー業界で
評判になったステッカー

全役職員が
キャンペーンバッジを胸に運航

飛鳥交通株式会社

災害時にも、
地域から頼られる店舗に

東京トヨペット株式会社

配送スタッフが、
キャンペーンバッジを着用

株式会社サカイ引越センター

バッジなどの配布を通じて
震災と被災地を考える良い機会に

株式会社ミツウロコビバレッジ

震災時の経験を
若い社員にも伝えたい

ダイアナ株式会社

　今回のキャンペーンでは、寄付型自販機へのポスターの掲示や
全国のボトリングカーにステッカーを貼っての営業活動を行いま
した。こうしたキャンペーンを日本赤十字社と一緒にすすめてい
けたことは、被災者支援を継続する大切さを再認識するきっかけ
となりました。

全国へ「忘れない。」を届けたい
株式会社　伊藤園　高見啓さん

バッジ着用で
従業員から「身が引き締まる」の声

TULLY'S COFFEE

全国の劇場内での
ポスター掲示

四季株式会社

被災地から預かった種が苗木へ赤十字防災ボランティア
実践研修会を開催

テレビ番組で日赤職員が
プロジェクト紹介

赤十字奉仕団が
石巻市の追悼式に参列

約2000人の児童・生徒が
防災について学ぶ

駅前広場でパネル展示などの
イベントを実施

鳥取広島東京

石川大分埼玉岡山福井奈良

神奈川

「私たちは、忘れない。」キャンペーンには多くの民間企業が賛同。
各社の業務内容ごとにアイデアあふれる取り組みで被災地応援を
いただきました。

日本赤十字社の支部や施設でも、さまざまな企画の震災復興・防災
イベントに取組みました。

　ウェザーニューズは、震災直後より「特設WEBサイト」の設置など、いの
ちを守るための情報・コンテンツを発信。その後もTSUNAMIレーダーの
各地への整備など、減災を目指す活動を継続しています。これからも日
本赤十字社や自治体などと連携を深めていきます。

減災社会の実現へ、一人ひとりができることを
株式会社ウェザーニューズ　中神武志さん
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年間延べ約2,800万人の患者を受け入れ

許可病床数

入院患者延数

外来患者延数

平均在院日数

36,655床

10,893,845人

17,118,982人

13.2日

36,985床

10,972,106人

17,239,401人

13.6日

△330床
△78,261人
△120,419人

△0.4日

平成27年度の患者受け入れ数

平成27年度平成26年度 前年度比

日赤医療センター、旭川、釧路、北見、秋田、水戸、芳賀、那須、足利、
前橋、成田、武蔵野、横浜市立みなと、秦野、相模原、長岡、山梨、長
野、諏訪、高山、静岡、浜松、名古屋第一、名古屋第二、伊勢、大津、京
都第一、松江、益田、岡山、高松、松山

伊達、北見、浦河、石巻、芳賀、那須、飯山、高山、伊勢、柏原、松江、益
田、岡山、庄原、徳島、高松、鹿児島

日赤医療センター、北見、石巻、秋田、那須、前橋、さいたま、深谷、武
蔵野、横浜市立みなと、長岡、福井、長野、諏訪、高山、名古屋第一、名
古屋第二、伊勢、大津、京都第一、京都第二、大阪、姫路、和歌山、松
江、岡山、広島、山口、徳島、高松、松山、唐津、長崎、熊本、大分

日赤医療センター、旭川、北見、八戸、石巻、秋田、福島、水戸、古河、
芳賀、那須、足利、前橋、さいたま、深谷、成田、武蔵野、大森、横浜市
立みなと、長岡、富山、福井、長野、諏訪、高山、岐阜、静岡、浜松、名古
屋第一、名古屋第二、伊勢、大津、長浜、京都第一、京都第二、大阪、
高槻、姫路、神戸、和歌山、鳥取、松江、岡山、広島、徳島、高松、松山、
高知、福岡、唐津、熊本、大分、沖縄

地域医療支援病院（53施設)

地域がん診療連携拠点病院（35施設）

へき地医療拠点病院（17施設）

エイズ治療拠点病院（32施設）

高度救命救急センター
（5施設）
前橋、大津、神戸、和歌山、徳島

新型救命救急センター
（3施設）
石巻、諏訪、唐津

日赤医療センター、旭川、北見、秋
田、那須、足利、さいたま、深谷、成
田、武蔵野、横浜市立みなと、長岡、
長野、高山、静岡、名古屋第一、名古
屋第二、伊勢、長浜、京都第一、京都
第二、大阪、松江、岡山、高知、熊本

救命救急センター
（26施設）

盛岡、水戸、前橋、長岡、長野、大津、京都第一、神戸、岡山、熊本

日赤医療センター、旭川、伊達、北見、浦河、仙台、石巻、秋田、福島、古河、
芳賀、那須、足利、原町、さいたま、深谷、成田、武蔵野、横浜市立みなと、
秦野、相模原、長岡、富山、金沢、福井、長野、諏訪、高山、岐阜、静岡、浜松、
名古屋第一、名古屋第二、伊勢、長浜、大阪、姫路、和歌山、鳥取、松江、益
田、広島、庄原、山口、徳島、高松、松山、高知、福岡、唐津、大分、鹿児島

地域災害医療センター（52施設）

基幹災害医療センター（10施設）

災害拠点病院

成田、岐阜、名古屋第二、伊勢、和歌山、松江

旭川、北見、盛岡、石巻、水戸、芳賀、那
須、足利、前橋、さいたま、深谷、成田、
武蔵野、葛飾、横浜市立みなと、福井、
山梨、長野、諏訪、高山、伊勢、長浜、京
都第二、大阪、和歌山、松江、益田、岡
山、山口、徳島、高松、松山、熊本、沖縄

第1種感染症指定医療機関（6施設）
成田
特定感染症指定医療機関（1施設）

日赤医療センター、北見、浦河、石巻、福島、水戸、古河、芳賀、那須、足
利、前橋、原町、深谷、成田、武蔵野、長岡、福井、岐阜、裾野、伊勢、長
浜、高槻、姫路、柏原、和歌山、益田、庄原、松山、福岡、唐津、長崎諫早

第2種感染症指定医療機関（31施設）

感染症指定医療機関

総合周産期母子医療センター（10施設）

地域周産期母子医療センター（34施設）

周産期母子医療センター

小児救急医療拠点病院（7施設）
釧路、北見、横浜市立みなと、高山、山口、徳島、熊本

旭川、秋田、前橋、熊本

ドクターヘリ
（4施設）

日赤医療センター、釧路、仙台、秋
田、長岡、名古屋第一、名古屋第
二、大津、京都第一、姫路

日本赤十字社医療センター

旭川赤十字病院

伊達赤十字病院

釧路赤十字病院

北見赤十字病院

栗山赤十字病院

浦河赤十字病院

小清水赤十字病院

置戸赤十字病院

函館赤十字病院

清水赤十字病院

八戸赤十字病院

盛岡赤十字病院

仙台赤十字病院

石巻赤十字病院

秋田赤十字病院

福島赤十字病院

水戸赤十字病院

古河赤十字病院

芳賀赤十字病院

那須赤十字病院

足利赤十字病院

前橋赤十字病院

原町赤十字病院

さいたま赤十字病院

小川赤十字病院

深谷赤十字病院

成田赤十字病院

武蔵野赤十字病院

大森赤十字病院

葛飾赤十字産院
横浜市立みなと赤十字病院

秦野赤十字病院

相模原赤十字病院

長岡赤十字病院

富山赤十字病院

❶
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❽
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伊勢赤十字病院

大津赤十字病院

大津赤十字志賀病院

長浜赤十字病院

京都第一赤十字病院

京都第二赤十字病院

舞鶴赤十字病院

大阪赤十字病院

高槻赤十字病院

姫路赤十字病院
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柏原赤十字病院

多可赤十字病院

神戸赤十字病院ー

日本赤十字社和歌山医療センター

鳥取赤十字病院

松江赤十字病院

益田赤十字病院

岡山赤十字病院

岡山赤十字病院玉野分院

広島赤十字・原爆病院

65
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庄原赤十字病院

三原赤十字病院

山口赤十字病院

小野田赤十字病院

徳島赤十字病院

高松赤十字病院

松山赤十字病院

高知赤十字病院　

福岡赤十字病院

今津赤十字病院
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嘉麻赤十字病院

唐津赤十字病院

日本赤十字社長崎原爆病院

日本赤十字社長崎原爆諫早病院

熊本赤十字病院

大分赤十字病院

鹿児島赤十字病院

沖縄赤十字病院

日本赤十字社熊本健康管理センター
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金沢赤十字病院

福井赤十字病院

山梨赤十字病院

長野赤十字病院 

諏訪赤十字病院

安曇野赤十字病院

川西赤十字病院

下伊那赤十字病院

飯山赤十字病院

高山赤十字病院

岐阜赤十字病院

静岡赤十字病院

浜松赤十字病院

伊豆赤十字病院

引佐赤十字病院

裾野赤十字病院

名古屋第一赤十字病院

名古屋第二赤十字病院
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赤十字病院は、地域の中核となる公的医療機関として、国や地方自治体から様々な認定を受けています。

平成27年度 活動報告｜医療事業

特色ある病院機能の認定状況
日本赤十字社は全国に93の医療施設を有し、年間約2,800万人の患者を受け入れています。

赤十字病院分布図

3医療事業













中学校での献血セミナーの様子

浴衣姿で献血呼びかけ

平成27年度 活動報告 ｜血液事業

安全な血液製剤を
安定的にお届けするために

献血の実績
　献血者の受入れは、国が策定する献血推進計画を踏まえ、医療機関からの需要
が高い400mL献血、成分献血を中心に効率的な採血を行っています。
　平成27年度は、400mL献血を332万人、成分献血を136万人、200ｍL献血を21万
人、合計488万人から献血のご協力をいただきました。

若年層に対する献血啓発活動
　将来にわたり広く国民から献血にご協力いただくために、
献血可能年齢（16歳）になる以前の学齢期を含め10代から
30代を中心とした若い方々への普及啓発活動に努めまし
た。
　平成27年度は、若年層向けの広報媒体を用いて、献血に
ついて気軽に目に触れる機会を増やすとともに、献血の重
要性を伝える効果的な広報を実施しました。
　学校教育においても、文部科学省及び各教育委員会と協
力し、小中学校に出向いて献血セミナーを開催しました。
　この他、１年間に２回以上の献血協力をいただける方（複
数回献血協力者）の増加や、献血協力企業・団体の「献血サ
ポーター」参加数の向上を図りました。

年代別献血者数の推移

日本赤十字社は病気やけがで苦しみ、血液製剤を必要とする患者のた
めに、安全な血液製剤を安定的にお届けするという使命を担い、血液事
業に取り組んでいます。

献血の受入れ及び啓発活動
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輸血用血液製剤の安定供給
　輸血医療を行う医療機関は全国に約１万ヵ所あります
が、いつでも必要な血液を速やかに届ける体制を築いてい
ます。
　平成27年度は、200mL献血から得られる量に換算して赤
血球製剤は647万本、血漿製剤は319万本、血小板製剤は
911万本を医療機関に供給しました。

血漿分画製剤用原料血漿の送付
　献血血液は、輸血用血液製剤として使用されるほか、国が定
める需給計画に基づき、国内製薬会社の血漿分画製剤用原料と
して使用されています。
　平成27年度は、国内製薬会社３社に91.5万リットルの原料血
漿を送付しました。各社は献血血液から血液凝固第Ⅷ因子、ア
ルブミン、人免疫グロブリン製剤等の血漿分画製剤を製造して
います。

血液製剤の供給
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全国流通菓子卸協同組合

商品売上に応じた寄付つき商品プログラム

　全国流通菓子卸協同組合は、お菓子「ちょっとした気持ち」シリー
ズの、収益金額の一部を日本赤十字社へ寄付しています。商品のパッ
ケージ前面には平成27年9月から赤十字支援マークと日本赤十字社
公式キャラクター「ハートラちゃん」のイラストが印刷されており、日
本赤十字社の活動を支えてくれると同時にPR効果も高まっています。
同商品はホームページを活用してPRされており、インターネットからも
購入できます。

ブックオフコーポレーション株式会社

中古本やCDなどの買い取り料金が
寄付となるプログラム

　ブックオフコーポレーション株式会社は、ブックオフオンラインの
インターネットのボランティアページやFAXでの買い取りの申込みを
利用して、お客様からお売りいただいた本やCDなどの査定金額を日
本赤十字社へ寄付するプログラムを開始しました。買い取りが発生し
た場合、ブックオフグループから査定金額の10％も寄付されます。
　必要でなくなったものを、必要とする誰かに届けるだけではなく、
その代金を誰かのために役立てることができるプログラムです。

株式会社ヤナセ

会社創立など節目に合わせた
周年事業による記念寄付

　メルセデス・ベンツなどの輸入車販売を手がける株式会社ヤナセ
から、同社の創立100周年を記念して日本赤十字社に小型車両スマー
ト5台と車いす100台を寄贈いただきました。
　同社はこれまでも周年事業のたびに取扱い車両などの寄贈を実施
しています。今回寄せられた車両と車いすは全国の赤十字病院など
で訪問看護車両、来院患者のために活用されています。

中国電力株式会社　

電気利用で貯まったポイントによる
寄付プログラム

　中国電力株式会社は、「地域の活性化」をコンセプトにスタートした、
会員制Webサイト「ぐっとずっとクラブ」の「エネルギアポイントサービ
ス」において、電気料金や参加型コンテンツの結果に応じて貯まるポイ
ントを、日本赤十字社へ寄付するメニューを設けました。
　この寄付は、日本赤十字社の中国地方各県支部が行う、災害救護や
救急法等の講習など「いのちと健康を守る」活動に活用されます。

株式会社サンリオ

企業が有する資源を活用した
社会貢献活動

　株式会社サンリオが有するキャラクター「ハローキティ（キティちゃ
ん）」が、全国３つの社会福祉施設を訪問し、入所児に笑顔を届けまし
た。キティちゃんとの出会いに子どもたちは目を輝かせていました。
　同社は、キティちゃんとの交流を通じて、病気や障がいのある子ど
もたちを励ましたいという思いから、この活動に取り組んでいます。

株式会社ビューカード

カード利用で貯まったポイントによる
寄付プログラム

　株式会社ビューカードは、お客様の社会貢献活動への参加をお手
伝いする社会貢献プログラム「ビューサンクスサポート」を実施してい
ます。
　ビューカードの利用で貯まったポイントは、1ポイントあたり2.5円に
換算され、日本赤十字社に寄付することが出来ます。

オエノンホールディングス株式会社

株主優待制度で支援できる寄付プログラム

　オエノンホールディングス株式会社は、株主優待制度で提供される
メニューの中に「日本赤十字社への寄付」を設けました。
　株主からの申し込みに基づいて、1口1,500円が寄付されます。 

企業・団体日赤
発送 寄付

日本赤十字社
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歳入

446億
119万7千円

平成27年度一般会計

収支報告ハイライト

平成27年度、日本赤十字社は一般会計と3つの特別会計（医療施設、血液事業、社会福祉施設）をあわせて総額
1兆3,850億円を超える規模の事業を展開しました。このうち、個人・法人の皆さまからいただいた社費（会費）や
寄付金を主な財源として実施した活動にかかる歳入歳出は以下のとおりです。

義援金

50億7,044万6千円

■  歳入 ■  歳出

被災県に設置される「義援金配分委員会」を通じて被
災者に届けられる義援金については、平成27年度中に
新たに39億3,451万6千円を受付け、前年度からの繰
入額とあわせた50億7,044万6千円のうち、41億9,914
万4千円を該当の配分委員会に送金しており、残りも
順次送金される予定です。
※義援金はその全額を被災された方々に届けます。

228億2,484万8千円（51.2％）

社費（会費）・寄付金・海外への救援金

個人・法人からの社費・寄付金、海外への救援金の寄付（社資収入）
64億4,841万3千円（14.5％）

国内の災害救護活動のために

※災害義援金41億9,914万4千円を含む（災害救護事業費）

42億583万4千円（9.4％）

海外での救援・開発協力活動
のために

（国際活動費）

33億3,065万5千円（7.5％）

「守る」をひろめる活動のために

救急法などの講習会、奉仕団・青少年赤十字
活動普及の費用（社会活動費）

20億774万4千円（4.5％）

地域のボランティア活動
支援のために

地区・分区への事業費・事務費の交付金
（地区分区交付金支出）

25億110万8千円（5.6％）

広報・普及活動のために

赤十字社員への参加呼びかけや
広報活動の費用（社業振興費）

52億4,899万5千円（11.8％）

赤十字施設の設備投資のために

建物の整備、資産の維持管理等の費用
（資産取得及び資産管理費）

病院、血液センター、社会福祉施設の基盤整備の費用
（基盤整備交付金・補助金支出）

災害救護設備や救急医療体制の設備等の費用
（指定事業地方振興費）

49億9,540万9千円（11.2％）

総務管理のために

支部、病院、社会福祉施設の
事務局・本部機能としての事務経費等
（その他）

38億4,505万6千円（8.6％）

次年度繰越金

（次年度繰越金）

77億3,069万7千円（17.3％）

翌年度以降の継続事業のために

翌年度以降に実施する災害救護活動、
国際救護活動等のために備える積立金（積立金支出）
※災害義援金8億7,130万1千円を含む

100億5,915万7千円（22.6％）

継続事業のための繰入金

前年度から継続して実施する災害救護活動、
国際救援活動等のための繰入金（繰入金収入）
※東日本大震災海外救援金42億8,728万円1千円を含む
※災害義援金11億3,593万円を含む

39億3,451万6千円（8.8％）

災害義援金

平成27年度中の受付分
（災害義援金預り金収入）

39億3,758万3千円
（8.8％）

前年度繰越金

（前年度繰越金）

31億472万円（7.0％）
その他

貸付金の償還金、
資産収入等（その他）

5億7,669万5千円
（1.3％）

国庫補助金や
公益補助金

（補助金及び交付金収入）

1億6,367万6千円（0.4％）

委託金など

国庫委託金等（委託金等収入）

歳出

446億
119万7千円

42億8,728万1千円（9.6％）

東日本大震災復興支援のために

福島県浪江町民の健康調査等の生活再建支援や
宮城県石巻医療圏の医療支援など

注1）本社・支部間で重複計上されている26億985万3千円については、歳入・歳
出から差し引いて表示していること

注2）前ページの会計別統括表では次ページ「次年度繰越金」を「歳入歳出差引
額」として示していること

注3）東日本大震災海外救援金については、平成27年度に復興支援のために支
出した42億8,728万円1千円についてのみ本グラフに掲載していること
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発生9時間後に先遣隊を派遣し、
被災地での医療救護活動を展開
するなど支援にあたりました。

東日本大震災で被災された方を対象に、
健康維持のため開催されたノルディック
ウォーキングに約120人が参加しました。

岩手県遠野市
ノルディックウォーキング開催

ネパール救護活動

長野マラソンが開催され、参加者
からのチャリティー募金が寄せら
れました。

長野県
長野マラソン

将来の赤十字を担う新入職員が
入社。赤十字社職員としての心構
えを研修で学びました。

新入職員対象
新人研修

名誉総裁（皇后陛下）ご臨席のも
と明治神宮会館で開催しました。

全国赤十字大会

赤十字の理念や活動への理解と
そのご支援を全国で呼びかけま
した。

赤十字運動月間

通訳・翻訳など国際関係の活動
に取り組む新たな奉仕団の結団
式が行われました。

埼玉県
国際青年赤十字
奉仕団結成

口永良部島の新岳で激しい噴火
が発生し、鹿児島県支部は医療
救護班を派遣しました。

鹿児島県
屋久島町口永良部島
噴火災害救護活動

２人乗りの小型乗用車スマート５
台と車いす100台が寄贈され、贈
呈式が行われました。

株式会社ヤナセから
小型車５台などが寄贈

台湾で行われた音楽イベント会場で
発生した爆発事故の被災者治療に使
われる人工皮膚などを支援しました。

台湾爆発事故
人工皮膚を日赤が支援

秋篠宮殿下と日本赤十字社名誉総裁を務
める同妃殿下のご夫妻が、視覚障がい者施
設神奈川ライトセンターを訪問されました。

秋篠宮ご夫妻
神奈川県ライトセンターご訪問

改修を終えた病院で、飯山市長も
迎え、オープニングセレモニーが
行われました。

長野県
飯山赤十字病院に
「医療療養病棟開設」

ANAグループから、すずらんの花
やしおりが病院などの全国47カ所
の赤十字施設に届けられました。

しあわせの花
すずらん贈呈式

秋田県在住の小学４年から６年生を対象
にした防災サマーキャンプが行われ、災害
時を想定したプログラムに挑みました。

秋田県
防災サマーキャンプ

第23回世界スカウトジャンボリーに赤十
字ブースを出展し、JRCメンバーが世界中
から集まった青少年と交流を深めました。

山口県
世界のボーイスカウトと
JRC高校生メンバーが交流

近畿２府４県で構成される日本赤十字社第
４ブロックが、和歌山市片男波海岸で大規
模な災害救護の合同訓練を実施しました。

近畿
巨大地震に備え
救護訓練

子どもたちに赤十字の仕事を体験してもらう
「赤十字 KIDS CROSS」が成田市内で開かれ、
県内各地から500人の親子が来場しました。

広島県
災害救護車輌が
協和鉱業株式会社から寄贈

広島市内で開催された第25回国
連軍縮会議に、近衛社長が連盟
会長として、人道援助機関を代表
し出席しました。

第25回国連軍縮
会議開催

リサイクル事業を行う協和鉱業
株式会社から、広島県支部に災害
救護車輛が寄付されました。

千葉県
赤十字KIDS CROSSを開催

徳島赤十字病院の「日赤連」130人
が踊り込み、健診の重要性や赤十字
活動への支援を呼び掛けました。

徳島県
阿波踊りで赤十字をPR

集団生活や学習・体験を通じて、「気
づき・考え・行動する」力を育む青少
年赤十字のトレーニングセンターが
各支部でこの夏も開催されました。

各支部でJRCトレーニング
センターを開催

岩手県
盛岡赤十字看護教育
記念プラザがオープン

茨城県や宮城県などに甚大な浸水被
害をもたらした台風18号等の大雨被害
が発生し、救護活動を展開しました。

台風18号等
大雨災害救護

岩手県支部内に盛岡赤十字看護専
門学校の107年にわたる歴史を紹
介するプラザがオープンしました。

台風21号
与那国町災害救護

台風21号による暴風雨のために甚大
な被害に見舞われた沖縄県与那国
島で、災害救護活動を展開しました。

熊本県支部は、噴火当日に警戒本部を
設置、阿蘇市に連絡調整要員を派遣
し、情報収集など対応に当たりました。

熊本県
阿蘇山中岳の噴火対応

ウガンダ共和国ムセベニ大統領とともに
来日した大統領夫人が日本赤十字社医療
センターと同附属乳児院を視察しました。

ウガンダ共和国大統領夫人が
医療センターなどを訪問

創立90周年を迎えた福井赤十字
病院は「結ぶきずな健康ラリー」
を開催しました。

赤十字語学奉仕団
創立50周年記念式典を開催

献血啓発に向けた企画などを競
うコンテスト「献血甲子園」の授
賞式を行いました。

近畿
献血甲子園を開催

通訳や翻訳など語学を生かしたボラン
ティア活動を行う赤十字語学奉仕団の創
立50周年を祝う記念式典が開かれました。

福井
広報特使と福井赤十字
病院をウォークラリー

大阪府内の特殊奉仕団、青年奉仕
団、防災ボランティアなどが集い、活
動をPRする「赤十字ボランティア・
フェスティバル」が開催されました。

大阪府
ボランティア・フェス
ティバルを開催

いのちを救う技術の練習成果を
競い合う救急法競技会が千葉県
と埼玉県で行われました。

千葉県・埼玉県
救急法競技会を開催

フットサルチーム・名古屋オーシャン
ズの選手が名古屋第一赤十字病院の
小児医療センターを訪問しました。

中東人道危機の問題をテーマに、
紛争が続く中での人道支援のあ
り方について議論を深めました。

赤十字シンポジウム
2015を開催

愛知県
名古屋オーシャンズ選手が
病院の子供たちが激励

救護活動における近隣支部や他
機関との連携のために各地で合
同訓練が取り組まれました。

大分県・東海北陸・中四国
広域災害に備え
各地で合同訓練

各国赤十字社・赤新月社の組織
強化を協議する場を設け、課題の
共有化などを図りました。

アジア・大洋州OCAC
ラーニングフォーラムを開催

平成26年に土砂災害に襲われた丹波市
市島町を訪問し、防災や災害時の避難
のあり方、復興について学習しました。

兵庫県
JRC中高生メンバーが
減災復興支援を現場学習

災害時の供給体制強化へ向けて
計画された新センターが新築移
転しました。

東京都赤十字血液
センター新築移転

連盟の第20回総会、第32回赤十字
国際会議が開催され、連盟会長を
務める近衛社長が出席しました。

国際赤十字・赤新月社連盟総会、
赤十字・赤新月国際会議

NHKと共同で取り組み、紛争や災害に
苦しむ世界の人たちへ支援を届けるた
めの募金キャンペーンが行われました。

NHK海外たすけあい
キャンペーンを実施

北海道看護大学で、困難を伴う厳
冬期の避難所運営訓練を行いま
した。

厳冬避難所
運営・宿泊演習

ザ・レジェント・チャリティプロア
マトーナメント大会実行委員会か
ら、血液運搬車「大鵬号」が寄贈
されました。

血液運搬車
「大鵬号」贈呈式

焼津市主催による洋上からの救出・救
助訓練に参加し、救出された人の治
療や後方運搬の流れを確認しました。

静岡県
海上保安部との
共同訓練を実施

高山病院では、いのちに対する確
かな価値観の育成のために、いの
ちの講座を開催しました。

岐阜県
いのちの講座を開催

山口県支部はサッカーJ2のレノ
ファ山口とパートナーシップ協定
を締結しました。

山口県
レノファ山口と
協定を締結

株式会社ゆで太郎システムが、日
本赤十字社の活動を支援してい
くための基金を設立し、設立調印
式が行われました。

ゆで太郎が基金設立

沖縄赤十字病院は化学物質を
使った爆発テロが発生した想定
の下、訓練を実施しました。

沖縄県
化学兵器テロに備え
病院で除染訓練

一般財団法人日本宝くじ協会から
移動採血車が７台寄贈されました。

日本宝くじ協会から
寄贈

山口県支部と下関地方気象台、日本気
象予報士西部支部の３団体でつくる「い
のちから守る防災教育を推進する会」が
「防災教育特別賞」を受賞しました。

山口県
３団体の防災教育実践が
内閣府から表彰

福島県の現実を踏まえ、今私たち
に何ができるかを若者同士で議
論しました。

騎馬による防災ボランティア活動を行う
大分県騎馬赤十字奉仕団が、大分県西
部地区総合防災訓練に参加しました。

大分県
救護訓練で騎馬奉仕団が
救援物資を搬送

兵庫県支部は県民の安全・安心な暮
らしに役立ててもらうため、救急医薬
品750セットとAED20台を県内の警
察署や交番などに設置しました。

兵庫県
AEDと救急箱を
警察署や交番に設置

第４回赤十字
原子力災害セミナー

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 32015

April May June July August September October November December January February March

2016

滋賀県支部創設120周年を記念し
て、天台宗宗務総長らとの座談会
が開催されました。

滋賀県
天台宗宗務総長らと
座談会

2015.4 >>> 2016.3
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